人間開発の指標

（「統計情報」2002年1月号"SIAP/UNDP共催「国連人間開発報告のための統計に関する地域セミナー」について(1)"からの抜粋）

人間開発の指標として、これまで、人間開発指数（Human Development Index: HDI）、ジェンダー関係開発指数（Gender-related Development Index: GDI）、ジェンダー・エンパワーメント測定（Gender Empowerment Measure: GEM）、及び人間貧困指数（Human Poverty Index: HPI）が開発され、HDRで使用されてきている。

①HDI

HDIは、HDR発行開始から使用されており、人間開発の進捗度を表す最も基礎的な指数である

指数の計算方法は、i)人間開発の局面を複数選択し、それを測定するための指標を1ないし２選択する、ii)当該国が、当該指標の世界最高基準値と世界最低基準値の間でどこに位置するかを、世界最高基準値と世界最低基準値値の差に対する当該国の値と世界最低基準値値の差の割合で算出する、iii)これにそれぞれの指標のウェイトをかけて合計し、０以上1以下の指数を算出する、というものである
。
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HDIの構成は表１のとおり。我が国は、2000年のHDIで、0.933（世界第9位）である
。

表1　HDIの構成
	局面
	長く健康な人生
	知識
	それなりの生活水準

	指標
	平均寿命
	成人識字率（15歳以上）
	総就学率（第１次～第３次教育）
	1人当たりGDP（PPP換算USドル）（指数化する際には対数化して計算）

	ウェイト
	1/3
	2/9
	1/9
	1/3

	世界最高基準値
	85
	100
	100
	40,000

	世界最低基準値
	25
	0
	0
	100


②GDI

GDIは、GEMとともに1995年に導入された指数で、HDIの各要素の利益が、男女間でいかに平等に享受されているかを数値化したものである。具体的には、i)男女別に表４の各指数を算出する（「知識」（＝教育）については、識字率と総就学率にそれぞれ2/3、1/3のウェイトをかけて教育指数を算出する）、ii)各性別の人口比に前記指数の逆数をかけて、その結果を両性で合計し、さらにその逆数を出す「平等分配指数（Equally Distributed Index: EDI）」を算出する、そして、iii)各EDIを単純平均する
。我が国は、0.927で世界第10位である。
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平均寿命のみ、基準値が男女で異なる（表2）。

表２　平均寿命の男女別基準値

	性別
	女性
	男性

	世界最高基準値
	87.5
	82.5

	世界最低基準値
	27.5
	22.5


③GEM

GEMは、ジェンダー間の機会と参加の差の程度を示す指数である。GEMでは、局面ごとに「平等分配等価指数（Equally Distributed Equivalent Percentage）」を算出し、理想値（50）で割って指数化した上で、その単純平均を出すものである。平等分配等価指数は、GDIの平等分配指数と同様に、各性別の人口比に局面ごとの指数の逆数をかけて、その結果を両性で合計し、さらにその逆数を出す。ただし、平等分配指数では局面ごとの指数が０≦x≦１の指数であるのに対し、平等分配等価指数では、局面ごとの指数が百分率の割合で示されるため、50（％）で割るものである。

GEMの構成は表3のとおり。我が国は、2000年のHDIで、0.527（世界第32位）である。

表3　GEMの構成
	局面
	政治参加（議会代表）
	経済参加
	収入

	指標
	議会議席の性比
	議会議員、上級公務員及び管理職員の性比
	専門的・技術的職業従事者の性比
	性別の推定収入


④HPI

HPIは1997年に導入された。HDIが人間開発における平均的な到達度を示すのに対し、HPIは人間開発における「剥奪（deprivation）」の程度を示すものである。HPIは、さらに、開発途上国向けのHPI-1と、OECD諸国向けのHPI-2に分かれる。

a)HPI-1

HPI-1の構成は、表4のとおりである（「それなりの生活水準」内の2指標は、それぞれ1/2づつのウェイト）。

表4　HPI-1の構成

	局面
	長く健康な人生
	知識
	それなりの生活水準

	剥奪の解釈
	比較的若年での死に対する脆弱性
	読書及びコミュニケーションの世界からの除外
	全体的な経済の供給に対するアクセスの欠如

	指標（%）
	40歳までに死亡する確率
	成人非識字率
	改善された水資源を利用しない人口比率
	5歳未満の子供のうち体重の少ない者の比率


計算方法は次のとおり
。
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ρ1=40歳までに死亡する確率

ρ2=成人識字率

ρ3=（改善された水資源を利用しない人口比率＋5歳未満の子供のうち体重の少ない者の比率）/２

b)HPI-2

HPI-2の構成は、表5のとおりである。

表5　HPI-2の構成

	局面
	長く健康な人生
	知識
	それなりの生活水準
	社会的除外

	剥奪の解釈
	比較的若年での死に対する脆弱性
	読書及びコミュニケーションの世界からの除外
	
	

	指標（%）
	60歳までに死亡する確率
	機能的に識字能力を有しない成人（16-65歳）の比率
	貧困所得ライン（世帯の可処分所得のメジアンの50％）以下の生活をしている者の比率
	長期失業者（12か月以上）の率


計算方法は次のとおり。
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ρ1=60歳までに死亡する確率

ρ2=機能的に識字能力を有しない成人の比率

ρ3=貧困所得ライン以下の生活をしている者の比率

ρ4=長期失業者の率

我が国は、１7か国中9位（11.2%）である
。

� 詳しい計算方法については、"Technical Note 1: Calculating the Human Development Indices" in Human Development Report 1990 (1990, UNDP), p.252-258（http://hdr.undp.org/reports/global/2002/en/pdf/backtwo.pdf）参照。


� 日本においては、他の先進諸国同様、成人識字率のデータが存在しないため、99.9%で代用して算出している。


� ii)で、指数の逆数をかけることについては、前記Technical Noteにおいては、指数を（１－∊）乗する（∊はジェンダー不平等懲罰規模（the size of the penalty for gender inequality））と説明している。∊が0の場合GDIはHDIと一致し、それより無限大に向かって大きくなるにつれ、不平等の差が大きく指数に表れる（指数を小さくする）。GDIでは∊＝2であり、これは中程度の懲罰規模であるとする。


� 累乗の数（及びその全体にかかる負の累乗の数）は、大きくなればなるほど、構成指標の中で相対的に弱いものの影響力が大きくなる。HPI-2においても同じ。


� 日本における機能的に識字能力を有しない成人（16-65歳）の比率はデータがないため、推計値15.1%（データが存在する先進国の単純平均）を用いて算出している。また、貧困所得ライン以下の生活をしている者の比率については、ルクセンブルグ所得調査（Luxembourg Income Study: LIS）の推計値11.8%を用いているとしているが、日本はLISに参加しておらず、LISホームページ（http://www.lisproject.org/）においても、当該推計値は発見できなかった。
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